
第8回 社会福祉･医療事業の経営研究セミナー 

『イノベーションの時代の医療･福祉経営を考える』 
主 催： 静岡県立大学 地域経営研究センター 現代社会福祉経営研究室 

後 援： 医療経済研究機構 独立行政法人福祉医療機構 

 

イノベーション innovation という英語の意味するところは「革新、改革、刷新、新機軸」である。経済学者シュン

ペーターは「企業家によるたゆまないイノベーションが経済を変動させる」との言を残している。もっとも、この用語

には具体性には欠けるところがあり、おおよそ社会学的ないしは哲学的な言葉でもある。少なくとも理系の研究に携わ

る人たちには、インベンション invention「発明」ならば身近な課題だが、イノベーション innovation「革新、改革、

刷新、新機軸」では、かけ声だけと受け取られかねない。しかし、ヘルス･リフォーム(Health Reform、和訳は「医療

改革」）の取り組みに通じる概念として一考の余地がある。 

近年、世界の国々で取り組まれるヘルス･リフォームの中身を一言でいえば、いずれの国でも増え続ける医療・介護

保障のための財政をいかに管理するかについての議論である。税金であれ、保険料であれ、それらをプールした国民の

医療･介護の資金と、提供する医療･介護の内容をどのように管理するかの議論である。そこでは、発達する経済社会の

中で医療や介護がどのような役割を果たすかの研究が必要とされ、例えば社会の予算制約の考え方や、医療･介護の効

率的な資源の利用やアクセス管理についての考え方、あるいは社会保険方式のような強制保険方式ならば管理する政府

は国民に説明責任を果たさねばならないといった諸々について考えねばならない。 

わが国が本格的なヘルス･リフォームに着手したのは1980年代半ばだったから、かれこれ四半世紀が過ぎた。それだ

けの年月を経ても、じつのところ医療･介護の財政は深刻さを増すばかりで、具体的な解決の見通しは立たない。その

行き詰りをブレークスルーするために、既存の概念にとらわれない柔軟な発想に基づいた革新、すなわちイノベーショ

ンが求められている。 

2000年度から公的介護保険が始まった背景には、わが国人口高齢化の進展が高齢者医療費を増大させるため健康保険

財政が逼迫していたことがあり、結果、40歳以上の国民に加入と保険料支払いを義務付けた介護保険制度は、高齢者医

療費の一部を肩代わりすることになった。但し一部とはいえ、その額は初年でも約1.7兆円相当、昨今は7兆円超えと

巨額である。その後の議論で「医療費増大は高齢者が増えているからではない」といわれるのはもっともであろう。あ

るいはまた、病院の機能分化を進めるためにDPCを導入して何年も経ち、対象病院の数が1500～1600辺りで収まって、

わが国の急性期病院の数がほぼ判明する。結果、残り 6000 ほどの一般病院の扱いが次の医療計画の中で取り沙汰され

よう。そのときに医療機関として残る病院は半数余りであろうか。残りの病院はというと「介護機関」ということにな

ろうか。と言っても、両者の違いはファイナンスの違いでしかない。前者は健康保険制度から、後者は介護保険制度か

らファイナンスされるということである。 

いずれにせよ、介護保険制度も DPC の導入も医療･介護保障のイノベーションであったと整理できる。このたびのセ

ミナーでは、このようにイノベーションが次々と現れる時代の医療･福祉の経営について考えてみたい。 

現代社会福祉経営研究室代表 西田在賢 

セミナープログラム 

平成 22年 10月 30日（土） 静岡県立大学 
13:00～13:15 開会の辞 

13:15～14:00 「ソーシャルイノベーションとヘルスリフォーム」 

 西田 在賢 （現代社会福祉経営研究室 代表） 

14:00～15:00 「医療・福祉のイノベーションに何が期待できるか」 

 高原 亮治 （上智大学教授、元厚生労働省健康局長） 

ファシリテーター 橋本 英樹 （東京大学大学院医学系研究科教授） 

15:00～15:15 ＜ 休 憩 ＞ 

15:15～16:15 「医療機器とイノベーション」 

 ケイミン・ワング （エドワーズライフサイエンス社日本代表、全米国医療機器工業会会長)

ファシリテーター 遠藤 邦夫 （東京大学大学院医学系研究科教授） 

16:15～16:30 総括 橋本 英樹 

 閉会の辞 
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『イノベーションの時代の医療･福祉経営を考える』 
主 催： 静岡県立大学 地域経営研究センター 現代社会福祉経営研究室 

後 援： 医療経済研究機構 独立行政法人福祉医療機構 

開 催 日： 平成22年10月30日（土）  

 開場：12時30分  開演：13時00分  閉演：16時30分 

会   場： 静岡県立大学13411大講義室（看護学部棟4階） ＜定員200名＞ 

 静岡県静岡市駿河区谷田52-1 （JR東海道線草薙駅 徒歩約10分） 

お 願 い： 著作権等の関係上、本講演の録画や録音はお控えくださいますようお願い申し上げます。 

参 加 費：  無 料 

 ※静岡県立大学地域経営研究センターは、民間・行政からの寄付金により運営されております。社会人教育

 および地域における調査研究にご理解とご支援をいただける法人様を募っております。 

申込方法： 下記、「セミナー申込書」に必要事項をご記入の上、メールかファックスにて事前にご登録くだ

さい。また、複数名様のお申し込みで、ご連絡先が同所でよろしい場合は、ご参加者様を併記い

ただき、ご連絡先欄の＊お申込みご担当者様名をご記入くださいませ。 

申込締切：  平成22年10月20日（水） 

申込問合： 静岡県立大学 地域経営研究センター 現代社会福祉経営研究室 

  〒422-8526 静岡県静岡市駿河区谷田52-1 

  Tel: 054-264-5400 / Fax: 054-264-5402 / E-mail: crms@u-shizuoka-ken.ac.jp 

 

■ 第8回 社会福祉･医療事業の経営研究セミナー申込書 ■ 

静岡県立大学 地域経営研究センター 現代社会福祉経営研究室 行 

E-mail: crms@u-shizuoka-ken.ac.jp / Fax: 054-264-5402 

ご参加希望者様： 平成22年10月20日（水）〆切         

 
（    ふ り が な    ） 

氏 名 所 属 役 職 

① 
（               ） 

   

② 
（               ） 

   

③ 
（               ） 

   

ご 連 絡 先：  ＊お申込みご担当者様のお名前を右（ ）にご記入ください。→（      ）  

（ご住所）   〒                                  

（ご連絡先） E-mail：                               

   Tel：                Fax：              
※ご記入頂いた情報は静岡県立大学地域経営研究センター・現代社会福祉経営研究室で正確に管理するよう努め、本セミナーもしくは本事

業に関する目的以外の利用はしません。 

又、申込者の同意がある場合及び行政機関等から法令等に基づく要請があった場合を除き、第三者への提供又は開示をしません。 


